
JP 4557843 B2 2010.10.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる種類の像域が混在する画像から像域を抽出する画像処理方法であって、
　入力画像にエッジ強調処理を施してエッジ強調画像を生成する生成ステップと、
　前記エッジ強調画像の、正の第一の閾値を超える画素値をもつ画素に対して内エッジ信
号を肯定値に設定し、負の第二の閾値を下回る画素値をもつ画素に対して外エッジ信号を
肯定値に設定する設定ステップと、
　各画素の前記内エッジ信号および前記外エッジ信号に基づき、当該画素のOR処理信号を
肯定値に設定するか否かを決定する決定ステップと、
　注目画素を含む第一の画素サイズの領域において、前記OR処理信号が肯定値である画素
の数をカウントしたカウント値と第三の閾値を比較する第一の比較ステップと、
　前記注目画素を含む、前記第一の画素サイズより大きい第二の画素サイズの領域におい
て、前記OR処理信号が肯定値である画素の数をカウントしたカウント値と第四の閾値を比
較する第二の比較ステップと、
　前記第一および第二の比較ステップの比較結果に基づき、前記注目画素が網点領域に属
するか否かを判定する判定ステップとを有し、
　前記決定ステップは、各画素の前記内エッジ信号と、当該画素の周囲の画素の前記内エ
ッジ信号が示すパターンが第一の所定のパターンに合致する場合、当該画素の第一の孤立
量判定信号を肯定値に設定する第一のステップと、
　各画素の前記外エッジ信号と、当該画素の周囲の画素の前記外エッジ信号が示すパター
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ンが第二の所定のパターンに合致する場合、当該画素の第二の孤立量判定信号を肯定値に
設定する第二のステップと、
　注目画素および前記注目画素の周囲の画素の前記第一および第二の孤立量判定信号の少
なくとも一つが肯定値の場合は前記注目画素の前記OR処理信号を肯定値に決定する第三の
ステップとを有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項２】
　前記第一のステップは、注目画素と、前記注目画素の周囲の画素を含む4×4画素領域の
中央部の四画素のうち、前記内エッジ信号が肯定値である画素が三画素以上あり、かつ、
前記4×4画素領域の四隅を除く辺部に存在する八画素のうち、前記内エッジ信号が否定値
の画素が六画素以上ある場合、前記注目画素の前記第一の孤立量判定信号を肯定値に設定
することを特徴とする請求項1に記載された画像処理方法。
【請求項３】
　さらに、前記注目画素を含む、前記第二の画素サイズより大きい第三の画素サイズの領
域において、前記OR処理信号が肯定値である画素の数をカウントしたカウント値と第五の
閾値を比較する第三の比較ステップを有し、
　前記判定ステップは、前記第一および第二の比較ステップの比較結果の論理積を取り、
前記第二および第三の比較ステップの比較結果の論理積を取り、前記二つの論理積の論理
和が肯定値である場合に前記注目画素が前記網点領域に属すと判定することを特徴とする
請求項1に記載された画像処理方法。
【請求項４】
　異なる種類の像域が混在する画像から像域を抽出する画像処理装置であって、
　入力画像にエッジ強調処理を施してエッジ強調画像を生成する生成手段と、
　前記エッジ強調画像の、正の第一の閾値を超える画素値をもつ画素に対して内エッジ信
号を肯定値に設定し、負の第二の閾値を下回る画素値をもつ画素に対して外エッジ信号を
肯定値に設定する設定手段と、
　各画素の前記内エッジ信号および前記外エッジ信号に基づき、当該画素のOR処理信号を
肯定値に設定するか否かを決定する決定手段と、
　注目画素を含む第一の画素サイズの領域において、前記OR処理信号が肯定値である画素
の数をカウントしたカウント値と第三の閾値を比較する第一の比較手段と、
　前記注目画素を含む、前記第一の画素サイズより大きい第二の画素サイズの領域におい
て、前記OR処理信号が肯定値である画素の数をカウントしたカウント値と第四の閾値を比
較する第二の比較手段と、
　前記第一および第二の比較手段の比較結果に基づき、前記注目画素が網点領域に属する
か否かを判定する判定手段とを有し、
　前記決定手段は、各画素の前記内エッジ信号と、当該画素の周囲の画素の前記内エッジ
信号が示すパターンが第一の所定のパターンに合致する場合、当該画素の第一の孤立量判
定信号を肯定値に設定する手段と、
　各画素の前記外エッジ信号と、当該画素の周囲の画素の前記外エッジ信号が示すパター
ンが第二の所定のパターンに合致する場合、当該画素の第二の孤立量判定信号を肯定値に
設定する手段と、
　注目画素および前記注目画素の周囲の画素の前記第一および第二の孤立量判定信号の少
なくとも一つが肯定値の場合は前記注目画素の前記OR処理信号を肯定値に決定する手段と
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項５】
　コンピュータに読み込まれ実行されることで、請求項1から請求項3の何れか一項に記載
された画像処理を実現することを特徴とするプログラム。
【請求項６】
　請求項5に記載されたプログラムが記録されたことを特徴とするコンピュータが読み取
り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、異なる種類の像域が混在する画像から像域を抽出する画像処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像の特徴に応じて最適な画像処理を施す方法として、微分フィルタなどを用いて文字
のエッジを抽出し、像域を文字領域とそれ以外の領域に分離した上で適応的な処理を施す
方法が知られている。また、網点を孤立量としてとらえ、所定の領域内で孤立量を積算し
て網点領域を抽出し、像域を文字領域と網点領域に分離した上で適応的な処理を施す方法
もある（例えば特許文献1参照）。
【０００３】
　上記の網点領域の抽出技術は、白の下地中の文字や写真などを表す網点領域に対しては
高い抽出性能を示す。しかし、網点領域内に文字や線画がある場合の網点領域の抽出性能
は高いとは言えない。とくに、文字や線画を含む低濃度の網点領域の抽出は非常に難しい
。
【０００４】
　網点領域の抽出性能を改善するために、網点を抽出し易い方向に処理を変更すれば、誤
抽出が増加する。また、孤立量を積算する領域を拡大して文字や線画の影響を回避する方
法もあるが、白の下地に接する網点部の外縁において、網点領域の抽出結果が拡大する（
抽出結果が太る）弊害がある。
【０００５】
【特許文献１】特開平11-85978号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、文字や線画など含む網点領域を正しく検出することを目的とする。
【０００７】
　さらに、網点領域の外縁で発生する抽出結果の太りを防ぐことを他の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、前記の目的を達成する一手段として、以下の構成を備える。
【０００９】
本発明にかかる画像処理は、異なる種類の像域が混在する画像から像域を抽出する際に、
入力画像にエッジ強調処理を施してエッジ強調画像を生成し、前記エッジ強調画像の、正
の第一の閾値を超える画素値をもつ画素に対して内エッジ信号を肯定値に設定し、負の第
二の閾値を下回る画素値をもつ画素に対して外エッジ信号を肯定値に設定し、各画素の前
記内エッジ信号および前記外エッジ信号に基づき、当該画素のOR処理信号を肯定値に設定
するか否かを決定し、注目画素を含む第一の画素サイズの領域において、前記OR処理信号
が肯定値である画素の数をカウントしたカウント値と第三の閾値を比較し、前記注目画素
を含む、前記第一の画素サイズより大きい第二の画素サイズの領域において、前記OR処理
信号が肯定値である画素の数をカウントしたカウント値と第四の閾値を比較し、前記第一
および第二の比較ステップの比較結果に基づき、前記注目画素が網点領域に属するか否か
を判定する。前記決定は、各画素の前記内エッジ信号と、当該画素の周囲の画素の前記内
エッジ信号が示すパターンが第一の所定のパターンに合致する場合、当該画素の第一の孤
立量判定信号を肯定値に設定し、各画素の前記外エッジ信号と、当該画素の周囲の画素の
前記外エッジ信号が示すパターンが第二の所定のパターンに合致する場合、当該画素の第
二の孤立量判定信号を肯定値に設定し、注目画素および前記注目画素の周囲の画素の前記
第一および第二の孤立量判定信号の少なくとも一つが肯定値の場合は前記注目画素の前記
OR処理信号を肯定値に決定することを特徴とする。
【発明の効果】
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【００１０】
　本発明によれば、文字や線画など含む網点領域を正しく検出することができる。
【００１１】
　さらに、網点領域の外縁で発生する抽出結果の太りを防ぐことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明にかかる実施例の画像処理を図面を参照して詳細に説明する。
【実施例１】
【００１３】
［処理の構成］
　図1は実施例の画像処理の構成例を説明するブロック図である。
【００１４】
● スキャン画像の処理
　スキャナ101は、原稿載置ガラス上に置かれた原稿の画像を読み取る。スキャナ101は、
3ラインCCDにより原稿画像を画素ごとにディジタル的に読み取り、そのRGBカラー画像信
号を出力する。入力画像処理部102は、スキャナ101が出力するカラー画像信号にシェーデ
ィング補正、CCDライン間補正、色補正など、周知の画像処理を行う。
【００１５】
　像域分離部103は、入力画像処理部102が出力する入力画像処理が施されたカラー画像信
号に像域分離処理を行い、入力画像の画素ごとに、写真領域、文字領域、網点領域といっ
た画像の特徴を検出し、像域ごとの属性を表すフラグデータを生成する。なお、詳細は後
述する。
【００１６】
　入力画像処理部104は、像域分離部103が画素単位に出力する文字信号MOJIに基づき、入
力画像処理部102が出力するカラー画像信号を画素単位に処理する。例えば文字領域（MOJ
I=‘1’）の高周波成分を強調して文字の鮮鋭度を強調したり、網点領域（MOJI=‘0’）
に対しては所謂ローパスフィルタ処理を行ってディジタル画像に特有のモアレ成分を除去
する、といった処理を画素単位に行う。
【００１７】
　入力画像処理部104で処理された画像データは画像メモリ105に、像域分離部103から出
力されるフラグデータはフラグメモリ106に一時的に記憶される。このとき、画像メモリ1
05およびフラグメモリ106は、原稿画像の一頁分もしくは一頁のうちの予め決められたサ
イズ（バンド分）のデータを記憶する。
【００１８】
　データ圧縮部109は、画像メモリ105およびフラグメモリ106に一時記憶されたデータを
データ圧縮して記憶部110に格納する。記憶部110は、半導体メモリのような読み書きが高
速なメモリであることが望ましい。データ圧縮部109は、画像データとフラグデータにそ
れぞれ異なるデータ圧縮を行う。すなわち、画像データは、JPEG圧縮のようなロッシー圧
縮であるが、人間の視覚特性を考慮した画像の劣化が目立たない高能率の圧縮を施す。一
方、フラグデータは、属性フラグ情報の欠落や変化が発生しないようにJBIG圧縮のような
ロスレス圧縮を用いる。
【００１９】
　このようにして、記憶部110には異なる圧縮が施された画像データおよびフラグデータ
が原稿画像の頁単位に記憶される。なお、記憶部110が記憶したデータまたはその一部を
補助記憶部111に書き出す場合がある。補助記憶部111は、ハードディスクのような、読み
書きの速度は若干遅いが大容量の記憶媒体が好ましい。補助記憶部111を用いることで、
多数頁の原稿画像を効率的に記憶蓄積することができる。
【００２０】
　記憶部110または補助記憶部111に記憶した画像をプリンタ117で印刷する場合、それら
記憶部から画像データおよびフラグデータを読み出す。そして、それぞれデータ伸長部11
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2で伸長し、伸長後の画像データおよびフラグデータをそれぞれ画像メモリ114およびフラ
グメモリ115に格納する。このとき、画素密度変換部113により、画像データの画素密度を
変換する場合がある。例えば、記憶部110に蓄積した画像を拡大または縮小して印刷する
場合、あるいは、蓄積した複数頁分の画像を合成して一枚の記録紙に印刷する場合などで
ある。
【００２１】
　図7は複数頁分の画像を合成して印刷する様子を示す図である。二つの画像501、502が
記憶部110に記憶されていて、これらを合成して、原稿と同一サイズの記録紙503に印刷す
る。そのために、画像501の画像データを記憶部110から読み出して伸長し、画素密度変換
部113により所定倍率に縮小する。さらに、回転処理部（不図示）で左に90度回転して、
画像メモリ114の所定の領域（図7に符号504で示す領域に相当）に書き込む。次に、画像5
02の画像データを記憶部110から読み出し、同様に伸長、解像度変換、回転を行い画像メ
モリ114の所定の領域（図7に符号505で示す領域に相当）に書き込む。
【００２２】
　この際、画像501、502に対応するフラグデータも同様に、読み出し、伸長、解像度変換
、回転してフラグメモリ115の対応する領域に書き込む。
【００２３】
　ここで、画像データの解像度変換とフラグデータの解像度変換はそれぞれ異なる手法を
適用することが望ましい。例えば、画像データは線形補間法や双三次スプライン補間法な
どの周知の手法を適用する。また、フラグデータは最近傍処理法など二値データに適した
解像度変換方法を用いることが望ましい。
【００２４】
　出力画像処理部116は、詳細は後述するが、画像メモリ114およびフラグメモリ115に一
時記憶された画像データおよびフラグデータが所定の記憶データ量に達すると、画像デー
タおよびフラグデータを入力する。出力画像処理部116は、画像メモリ114から入力したRG
B画像データを印刷用の画像信号に変換するための周知の画像処理、すなわちRGB→CMYK変
換、ガンマ補正、二値化処理などを行い、処理後のCMYK画像信号を出力する。
【００２５】
　プリンタ117は、出力画像処理部116が出力するCMYK画像信号によって、レーザビームま
たはインクジェットヘッドを駆動して記録紙に可視像を形成し、出力する。ここで、フラ
グメモリ115に記憶されたフラグデータは、出力画像処理部116の処理の切り替えに用いら
れる。
【００２６】
● 受信画像の処理
　通信インタフェイス(I/F) 118は、ローカルエリアネットワーク(LAN)などの外部通信路
119から印刷ジョブを受信する。当該印刷ジョブに付加される画像データとして代表的な
ものは、画像のレンダリングする画像を頁単位やバンド単位に記述する言語のデータであ
る。以下では、このようなデータをPDL (Page Discription Language)データと呼ぶ。
【００２７】
　インタプリタ108は、通信I/F 118が受信したPDLデータをディスプレイリストと呼ばれ
る中間言語形式に変換する。
【００２８】
　ラスタイメージプロセッサ(Raster Image Processor: RIP) 107は、ディスプレイリス
トに基づきレンダリングを行い、画像メモリ105にビットマップデータを形成する。そし
て、レンダリングしたビットマップデータの属性を表すフラグデータをフラグメモリ106
に格納する。RIP 107は、PDLデータがその印刷単位（部品）ごとに保持する属性情報（写
真、文字、グラフィックスなどの部品の属性を区別する情報）を参照して、レンダリング
したビットマップデータの各画素のフラグデータを生成する。つまり、文字部品の生成を
示すPDLコマンドを入力すると、文字のビットマップデータを生成するとともに、文字画
像に対応する領域（文字領域）のフラグデータとしてMOJI=‘1’をフラグメモリ106に格
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納する。なお、文字領域以外はMOJI=‘0’をフラグメモリ106に格納する。
【００２９】
　以降の処理は、スキャン画像の処理と同じであるから、説明を省略する。
【００３０】
［像域分離部］
　以下では、像域分離処理について、その概念と一例を説明する。なお、下記の説明は像
域属性の抽出方法の一例であり、像域分離処理は下記に限定されるものではない。
【００３１】
　像域分離処理は、画像の特徴に応じた最適な画像処理を施すために、画像の特徴を抽出
して像域属性を示す信号（フラグデータ）を生成する。原稿画像には、例えば、連続階調
のフルカラー写真領域、黒一色の文字領域、あるいは、新聞などの印刷に代表される網点
印刷領域など、様々な画像領域が混在している。これら特徴が異なる領域に一律に、同一
の画像処理を施すと、その処理結果として一般に好ましい画質が得られない場合が多い。
【００３２】
　そこで、入力画像処理部102が出力するカラー画像信号を用いて、原稿画像に含まれる
画像データの属性を検出し、それを識別するためのフラグデータを生成する。
【００３３】
　図2は像域分離部103の文字属性の画素を検出する構成例を示すブロック図である。
【００３４】
　入力信号（カラー画像信号）201は、平均濃度演算部202およびエッジ強調処理部203に
入力される。平均濃度演算部202は、入力信号201の注目画素を中心とするM×N画素の領域
（MとNは自然数）の平均値AVEを出力する。一方、エッジ強調処理部203は、注目画素の周
辺領域（例えばM×N画素領域）を参照して注目画素にエッジ強調処理を行い、強度が異な
る二種類のエッジ強調信号EDG1とEDG2を出力する。これらの信号は、網点判定部204およ
びエッジ判定部205に入力される。
【００３５】
　図3は平均値AVEおよびエッジ強調信号EDG1を入力する網点判定部204の構成例を示すブ
ロック図である。
【００３６】
　二値化処理部401は、式(1)に示すように、エッジ強調信号EDG1にある係数A（実数）を
乗算した後、平均値AVEと比較した結果に基づき二値化信号を生成する。
　　　　A×EDG1 ＜ AVE　ならば　二値化信号 =‘1’
　　　　A×EDG1 ≧ AVE　ならば　二値化信号 =‘0’　　　…(1)
【００３７】
二値化処理部401によって画素ごとに得られる二値化信号は、1×1孤立量算出部411、2×2
孤立量算出部412、3×3孤立量算出部413、4×4孤立量算出部414に入力される。孤立量算
出部411～414は、二値化処理の結果を用いて、注目画素がどの程度孤立しているかを判断
する。
【００３８】
　例えば、1×1孤立量算出部411が行う孤立量の算出は、注目画素を中心位置とする3×3
画素領域の二値化信号を参照し、その値が縦、横または斜め方向に‘0’‘1’‘0’と変
化する場合、その方向の孤立量を「1」とする。そして、縦、横（各一方向）および斜め
（ニ方向）の四方向の合計を注目画素の孤立量として出力する。従って、孤立度が高い画
素の場合は孤立量「4」に、孤立していない画素の場合は孤立量「0」になる。なお、網点
ドットが一画素で構成される場合、すなわち、低濃度領域の網点画素または線数の高い網
点に対して孤立量が比較的大きくなるという特徴を有する。
【００３９】
　同様に、2×2孤立量算出部412、3×3孤立量算出部413、4×4孤立量算出部414も、所定
の二値化画素パターンとの比較により、注目画素の孤立量を出力する。
【００４０】
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　1×1孤立量加算部421から4×4孤立量加算部424はそれぞれ、1×1孤立量算出部411から4
×4孤立量算出部414でそれぞれ算出された孤立量を所定領域で加算する。例えば、1×1孤
立量加算部421では、9×9画素領域の孤立量を加算する。
【００４１】
　網点判定部431は、1×1孤立量加算部421から4×4孤立量加算部424で算出された加算値
それぞれについて閾値処理を行い、それらの結果から多数決や論理演算などの処理を経て
網点信号AMIを出力する。なお、網点判定部431は、注目画素が網点を構成すると判定した
場合、網点信号AMI=‘1’を出力する。
【００４２】
　図4は平均値AVEおよびエッジ強調信号EDG2を入力するエッジ判定部205の構成例を示す
ブロック図である。
【００４３】
　濃度差判定部301は、式(2)に示すように、エッジ強調信号EDG2にある係数B（実数）を
乗算した後、平均値AVEと比較した結果に基づき濃度差信号を生成する。
　　　　C ＜ AVE - B×EDG2 ＜ D　ならば　濃度差信号 =‘1’
　　　　上記以外ならば　　　　　　　　　 濃度差信号 =‘0’　　　…(2)
　　　　ここで、C、Dは実数または整数
【００４４】
　つまり、エッジ強調信号EDG2の値と、その周辺領域の値（平均値AVE）の差に応じた濃
度差信号を出力する。
【００４５】
　孤立判定部302は、濃度差信号を入力して孤立点を除去する。例えば、7×7画素領域で
濃度差信号を参照し、最外郭の画素位置に値‘1’の濃度差信号が存在しない場合、内側
の5×5画素領域の濃度差信号の値を強制的に‘0’にすることで孤立点を除去する。なお
、孤立判定部302が出力する孤立点除去後の濃度差信号を孤立判定信号と呼ぶ。
【００４６】
　補正処理部303は、孤立判定信号を入力し、孤立判定信号の不連続部分を補正したエッ
ジ信号EDGEを出力する。例えば、3×3画素領域で孤立点判定信号を参照し、領域の中央の
注目画素を挟む画素（上下、左右または斜め）の孤立判定信号の値が‘1’で、注目画素
の孤立判定信号の値が‘0’の場合、注目画素の孤立判定信号の値を‘1’に補正する。こ
の処理によって、線画や文字のエッジ領域において孤立判定信号が欠けた欠損部分を修復
し、線画や文字のエッジ領域の連続性を増した滑らかなエッジ信号EDGEを生成する。なお
、補正処理部303は、エッジ領域ならばエッジ信号EDGE=‘1’を出力する。
【００４７】
次に、図2に示す文字判定部206は、網点判定部204が出力する網点信号AMI、および、エッ
ジ判定部205が出力するエッジ信号EDGEを入力して、AMI=‘0’かつEDGE=‘1’である画素
を示す文字信号MOJIを出力する。
【００４８】
　図5は像域分離部103のカラー属性の画素を検出する構成例を示すブロック図である。
【００４９】
入力信号（カラー画像信号）201は、色空間変換回路802に入力されて例えばLab信号に変
換される。色判定回路804は、Lab信号を入力して色判定信号COLを出力する。
【００５０】
　画像データのある画素がカラー画素か否かを判別するには、画素の色度を色空間上にマ
ッピングすることで容易に判別される。一例として、Lab色空間を例に説明する。
【００５１】
　Lab色空間とは、均等知覚色空間として1976年にCIE（Commission Internationale de l
'Eclairage：国際照明委員会）より提案された色空間である。Lは明度（明るさ）、aは赤
色から緑色への色度、bは青色から黄色への色度を表している。Lab色空間は、三次元色空
間における変化と、その変化によって受ける視覚の色変化の印象が比例するよう構成され
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ているため、精度の高い色判別が可能になる。
【００５２】
　式(3)にRGB信号をLab信号に変換する例を示す。通常、RGB信号から一旦XYZ三刺激値を
算出した後、XZY三刺激値からLab信号値を導出する。なお、式(3)の係数は、デバイスに
依存するため、この限りではない。
　　　　 X = 0.412391×R + 0.357584×G + 0.180481×B
　　　　 Y = 0.212639×R + 0.715169×G + 0.072192×B
　　　　 Z = 0.019331×R + 0.119195×G + 0.950532×B
　　　　L* = 116(Y/Y0)1/3 - 16
　　　　a* = 500{(X/X0)1/3 - (Y/Y0)1/3}
　　　　b* = 200{(Y/Y0)1/3 - (Z/Z0)1/3}　　　…(3)
　　　　ここで、X0、Y0、Z0は標準光における三刺激値
【００５３】
式(3)で算出した各画素のab値を直交座標系にマッピングし、その画素が有彩色か無彩色
かを判定する。図6はa*b*平面を表す図で、有彩色か無彩色かを例えば彩度を基準に判定
する場合、a*軸とb*軸の交点、つまり原点は色成分がゼロの点であり、原点から離れる（
a*および/またはb*の値が大きくなる）に連れて彩度は大きくなる。従って、原点からの
距離を示す閾値を設定して有彩色か無彩色かを判定すればよい。つまり、図6に示す斜線
部903を無彩色の領域と仮定すると、ある画素のab値が、斜線部903の内側の点904にあれ
ば当該画素を無彩色と判定し、斜線部903の外側の点905にあれば当該画素は有彩色と判定
すればよい。
【００５４】
　以上のような手法によって、注目画素が有彩色か無彩色か、言い換えればカラー属性の
画素か否かを判定することができる。
【００５５】
　なお、色度の算出をLabを用いて説明したが、これに限るものではない。また、計算量
を減らすため、簡易的な変換式に置き換えてもかまわない。
【００５６】
［出力画像処理部］
　図8は出力画像処理部116の構成例を示すブロック図である。
【００５７】
　RGB→CMYK変換部601、602は画像メモリ114からRGBカラー画像データを入力し、それぞ
れ独立にCMYK変換を行う。セレクタ603は、フラグメモリ115から入力されるフラグデータ
に従い、画素単位に、RGB→CMYK変換部601の出力またはRGB→CMYK変換部602の出力を選択
する。
【００５８】
　RGB→CMYK変換部601には文字領域用の変換係数（または変換テーブル）が設定され、RG
B→CMYK変換部602には文字領域以外用の変換係数（または変換テーブル）が設定される。
従って、例えば黒文字画素（文字領域(MOJI=‘1’)かつ非カラー画素(COL=‘0’)）の場
合、セレクタ603により黒トナーまたは黒インクのみで再現するような変換係数が選択さ
れる。言い換えれば画像データが無彩色の場合はC、M、Y=0になるような係数または変換
テーブルが適用されたCMYK画像信号が選択される。また、文字領域以外(MOJI=‘0’)の場
合、セレクタ603により、無彩色(COL=‘0’)でもC、M、Yは0にならず、深みのある黒色を
再現するような信号を生成する係数または変換テーブルが適用されたCMYK画像信号が選択
される。このようにすれば、例えば文字領域と写真領域などその他の領域でCMYK画像信号
の生成方法を変更して、出力画像の画質を向上させることができる。
【００５９】
　次に、セレクタ603の出力は、ガンマ補正部604および誤差拡散処理部606の処理系統、
並びに、ガンマ補正部605およびディザ処理部607の処理系統に入力される。セレクタ608
は、フラグメモリ115から入力されるフラグデータに従い、画素単位に、誤差拡散処理部6
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06の出力またはディザ処理部607の出力を選択する。
【００６０】
　従って、セレクタ608により、文字領域やグラフ領域は出力画像の鮮鋭度を優先して誤
差拡散処理部606の出力を選択し、写真領域や網点領域は階調性を重視してディザ処理部6
07の出力を選択することで、出力画像の画質を向上させることができる。
【００６１】
［偽造判定処理部］
　偽造判定処理部120は、紙幣など複写が禁止されている原稿（以下「特定原稿」と呼ぶ
）の複写を防ぐための偽造判定処理を行う。当該処理には幾つかの方法があるが、代表的
な方法はパターンマッチングである。特定原稿の形状や色などの特徴、あるいは、原稿画
像に意図的に埋め込まれた特徴を抽出して、予め記憶する情報との類似度から特定原稿か
否かを判定する。
【００６２】
　図9は偽造判定処理部120の構成例を示すブロック図である。
【００６３】
　偽造判定処理部120は、入力画像処理部102からスキャン画像を、または、RIP 107から
ビットマップデータを判定用のRGB画像信号として入力する。二値化部701は、メモリ702
に記憶された閾値により入力RGB画像信号を二値化する。なお、二値化閾値は可変である
。
【００６４】
　特徴抽出部703は、メモリ704に記憶された特徴情報に類似する部位を二値化後の画像か
ら切り出す。メモリ704は、特定原稿の特徴を表す形状、色、特定のマーク、原稿画像に
意図的に埋め込まれる特徴などを記憶する。
【００６５】
　パターンマッチング部705は、特徴抽出部703が切り出した画像がメモリ706に記憶され
たパターンにマッチする場合、その結果を制御部707に通知する。制御部707は、パターン
がマッチした旨の通知を受けると、例えば、画像メモリ105に格納されたスキャン画像ま
たは受信画像の削除、あるいは、パターンがマッチした画像部分を黒べたに塗り潰すなど
により、特定原稿の複写またはプリントを阻止する。
【００６６】
　なお、制御部707は、上述した各部を制御して装置全体の動作を制御するワンチップCPU
などで構成される。また、上記では、複写機等で行う偽造判定処理の一例を説明したが、
これに限るものではない。
【００６７】
［網点領域の検出］
　上記の画像処理システムは、像域分離処理を用いて画像の特徴を抽出し、画像に含まれ
る像域に応じて最適な画像処理を施す。例えば、画像中の写真部と文字部を切り分け、写
真部には色調や階調性を重視する写真用の画像処理を、文字部には鮮鋭度を重視する文字
用の画像処理を施し、出力画像の画像品位を向上する。また、画像の色成分を検出して、
無彩色の文字などは黒単色で印刷し、画像品位の向上を図る。
【００６８】
　しかし、網点領域を孤立量という概念で検出すれば、低濃度部の網点領域の検出精度は
充分とは言えない。網点領域内に文字のエッジ、ごみや汚れの画像があると孤立量が低下
し、その結果、網点領域の検出精度が低下する。
【００６９】
　図10は網点領域の検出を説明する図で、図図(a)は通常の網点領域を、同(b)は網点領域
内に文字のエッジが存在する例を示し、各升は一画素を表す。また、説明を簡単にするた
め、孤立量は1ビットとし、図10に示す黒画素の孤立量は‘1’、白画素の孤立量は‘0’
とする。
【００７０】
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　例えば9×9画素領域2402で孤立量を加算するとして、領域2402内の孤立画素が5%を超え
る（五画素以上）ならば注目画素は網点領域にあり、5%以下（四画素以下）ならば注目画
素は網点領域にはないと規定する。
【００７１】
　図10(a)に示す通常の網点領域では、注目画素2401を中心とする9×9画素領域2402の孤
立量加算値は12画素になり、上記の規定から注目画素は網点領域にあると判定される。一
方、図10(b)に示す文字のエッジが存在する場合は、同じ条件で孤立量を加算すると、文
字エッジ2411の影響を受けて孤立量が減少する。その結果、加算値は四画素になり、注目
画素は網点領域にないと判定される。
【００７２】
　この問題を解決するために、(1) 網点判定の閾値を網点を抽出し易い方向に設定する、
(2) 孤立量を積算するエリアを拡大して判定のラチチュードを広げる、などの方法をとる
。しかし、(1)の場合は網点領域の検出精度は向上するが、同時に、網点領域ではないと
ころまで網点領域と判定する誤判定が増大する。また、(2)の場合、参照エリアを拡大す
れば、本来、網点領域と判定すべきではない網点領域の周辺部分まで網点領域と判定して
しまう。
【００７３】
　図11は孤立量を積算するエリアを拡大した場合の問題を説明する図で、同図(a)はエリ
ア拡大前、同(b)はエリア拡大後を示している。
【００７４】
　図11(a)に示すエリア拡大前の9×9画素領域2503の孤立量加算値は0だから、注目画素25
02は網点領域にはないとは判定される。一方、図11(b)に示すエリア拡大後の15×15画素
領域2513の孤立量加算値は12画素になり、5%（11画素）を超え、注目画素2512は網点領域
にあると判定される。
【００７５】
　以下では、網点領域内に文字のエッジ、ごみや汚れの画像がある場合の網点領域の検出
精度を向上し、上記の弊害が発生しない網点領域の検出方法を説明する。
【００７６】
［像域分離処理］
　図12は網点領域の検出精度の向上を図った像域分離部103の構成例を示すブロック図で
ある。
【００７７】
　入力信号201は、網点判定を行う網点判定部1002と、文字/線画判定を行う文字/線画判
定部1003に入力される。ビット合成部1004は、各判定部の判定結果を一つの信号に合成し
た属性フラグを生成し出力する。この属性フラグに基づき、画像に含まれる像域に最適な
画像処理を施すことができる。
【００７８】
●文字/線画判定部
　図13は文字/線画判定部1003の構成例を示すブロック図である。
【００７９】
　入力信号201は、エッジ強調処理を行うエッジ強調部1102に入力される。エッジ強調部1
102は、画像データの所望の周波数成分を強調、抽出するディジタルフィルタ処理を行う
。なお、フィルタとしては、ラプラシアンフィルタのような二次微分フィルタなどが代表
的な例である。
【００８０】
　エッジ強調部1102が出力するエッジ強調信号は、閾値判定部1103と1104に入力される。
エッジ強調部1102によって二次微分フィルタ処理された信号は正負の信号値をもつので、
閾値判定部1103には正の値の閾値を、閾値判定部1104には負の値の閾値を設定する。
【００８１】
　例えば、図14(a)に示す白い下地1503上の黒い文字1502のエッジ部を矢印1510に沿って
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走査した入力信号201の信号値の変化は図14(b)に示すようになる。つまり、エッジ境界15
01の手前（文字1502の内部）は暗く信号値は低いが、エッジ境界1501を過ぎると、下地15
03は明るく信号値は急激に上昇する。このような変化を示す入力信号201を二次微分フィ
ルタ処理すると、その信号値は、図14(c)に示すように、エッジ境界1501の手前では正の
値をとり、エッジ境界1501を過ぎると負の値をとる。つまり、閾値判定部1103は、エッジ
強調信号が正の閾値を超えると、文字エッジの内側を示す内エッジ信号=‘1’を出力する
。また、閾値判定部1104は、エッジ強調信号が負の閾値を下回ると、文字エッジの外側を
示す外エッジ信号=‘1’を出力する。
【００８２】
　なお、図14には一方向の走査しか示さないが、少なくとも直交する方向の走査も行い、
少なくとも二方向のエッジ検出結果の論理和をエッジ信号にする。
【００８３】
　閾値判定部1103が出力する内エッジ信号は、エリア積算部1105へ入力される。また、閾
値判定部1104が出力する外エッジ信号は、エリア積算部1106へ入力される。エリア積算部
1105、1106は、例えば、注目画素とその周辺の3×3画素領域の判定信号=‘1’をカウント
する。
【００８４】
　閾値判定部1107、1108はそれぞれ、エリア積算部1105、1106が出力するカウント値と閾
値を比較して判定結果を出力する。例えば、閾値として2が設定されている場合、閾値判
定部1107は、入力されるカウント値が2以上、つまり3×3画素領域に内エッジと判定され
た画素が二つ以上ある場合に判定信号=‘1’を出力する。同様に、閾値判定部1108は、3
×3画素領域に外エッジと判定された画素が二つ以上ある場合に判定信号=‘1’を出力す
る。
【００８５】
　図15は文字/線画判定部1003の各判定を説明する図で、同図(a)は入力信号201を示し、
白い下地に黒文字のエッジが存在する様子を示している。
【００８６】
　入力信号201をエッジ強調した信号を閾値判定部1103で判定すると、図15(b)に示す内エ
ッジ信号（斜線で示す部分が‘1’）が得られる。内エッジ信号を3×3画素領域でエリア
積算（カウント）し、閾値判定部1107で判定すると、図15(c)に示す判定信号が得られる
。つまり、内エッジ信号が拡大される（「内エッジ拡大信号」と呼ぶ）。
【００８７】
　一方、入力信号201をエッジ強調した信号を閾値判定部1104で判定すると、図15(d)に示
す外エッジ信号が得られる。外エッジ信号を3×3画素領域でエリア積算（カウント）し、
閾値判定部1108で判定すると、図15(e)に示す判定信号が得られる。つまり、外エッジ信
号が拡大される（「外エッジ拡大信号」と呼ぶ）。
【００８８】
　ルックアップテーブル(LUT) 1109は、閾値判定部1103、1107、1108の判定信号を入力し
、下記の論理に従い文字信号を出力する。
　　　　内エッジ判定信号=‘1’→ 文字信号=‘1’
　　　　内エッジ判定信号=‘0’で、
　　　　　内エッジ拡大信号=‘1’かつ外エッジ拡大信号=‘0’→ 文字信号=‘1’
　　　　　上記に該当しない → 文字信号=‘0’
【００８９】
　図16は上記の論理に対応するLUT 1109のテーブルの構成を示す図である。
【００９０】
　つまり、LUT 1109は、内エッジ判定、内エッジ判定のエリア積算判定、外エッジ判定の
エリア積算判定の結果に応じて、図15(f)に示すように、文字信号を出力する。
【００９１】
●網点判定部
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　図17は網点判定部1002の構成例を示すブロック図である。
【００９２】
　入力信号201は、エッジ強調部1102と同様のエッジ強調処理を行うエッジ強調部1202に
入力される。
【００９３】
　エッジ強調部1202が出力するエッジ強調信号は、閾値判定部1203と1204に入力される。
エッジ強調部1202によって二次微分フィルタ処理された信号は正負の信号値をもつので、
閾値判定部1203には正の値の閾値を、閾値判定部1204には負の値の閾値を設定する。
【００９４】
　例えば、図18(a)に示す白い下地1603上の網点1602のエッジ部を矢印1610に沿って走査
した入力信号201の信号値の変化は図18(b)に示すようになる。つまり、エッジ境界1601の
手前（網点1602の内部）は暗く信号値は低いが、エッジ境界1601を過ぎると、下地1603は
明るく信号値は急激に上昇する。このような変化を示す入力信号201を二次微分フィルタ
処理すると、その信号値は、図18(c)に示すように、エッジ境界1601の手前では正の値を
とり、エッジ境界1601を過ぎると負の値をとる。つまり、閾値判定部1203は、エッジ強調
信号が正の閾値を超えると、文字エッジの内側を示す内エッジ信号=‘1’を出力する。ま
た、閾値判定部1204は、エッジ強調信号が負の閾値を下回ると、文字エッジの外側を示す
外エッジ信号=‘1’を出力する。
【００９５】
　なお、図18には一方向の走査しか示さないが、少なくとも直交する方向の走査も行い、
少なくとも二方向のエッジ検出結果の論理和をエッジ信号にする。
【００９６】
　閾値判定部1203が出力する内エッジ信号は、孤立量判定部1205に入力される。また、閾
値判定部1204が出力する外エッジ信号は、孤立量判定部1206に入力される。
【００９７】
　孤立量判定部1205は、内エッジ信号についてパターンマッチングを行い、網点ドットを
検出する。網点画像には低線数のものから高線数のものまであり、画像によって網点ドッ
トのサイズや間隔が異なる。そこで、どのような線数の網点も検出できるようにするため
、複数のパターンを用いてパターンマッチングを行う。低線数の網点画像に対しては、大
きいパターンを使用してパターンマッチングを行い網点ドットを検出する。高線数の網点
画像に対しては、小さいパターンを使用してパターンマッチングを行い網点ドットを検出
する。また、網点ドットは濃度によってもその形状が変化するため、それに対応できるよ
う判定レベルを調整可能にする。
【００９８】
　図19は孤立量判定用のマッチングパターンを説明する図で、4×4画素領域でパターンマ
ッチングする例を示す。
【００９９】
　図19(a)は4×4画素領域の内エッジ信号を示し、内エッジ信号=‘1’の画素は、符号170
2で示す四画素（黒色の画素）である。残る画素は、内エッジ信号=‘0’の画素である。
なお、記号＊を付した画素1701は注目画素である。
【０１００】
　図19(b)は4×4画素のマッチングパターンの一例を示す。図19(b)において、黒色の四画
素1712は内エッジ信号=‘1’を、白色の八画素1713は内エッジ信号=‘0’を、斜線を付し
た四画素1714はどちらでも構わない画素（Don't Care：以後「DC」と表記する）である。
このパターンを基本に、黒色の画素1712と白色の画素1713それぞれのマッチング度合いを
調整可能にして、判定レベルを調整する。
【０１０１】
　図20は孤立量判定を説明する図で、4×4画素領域の内エッジ信号と注目画素1701の判定
結果の例を示している。
【０１０２】
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　図20(a)～(c)に示すように、注目画素1701の孤立量判定信号が‘1’になるのは次の条
件である。
　　　　黒色の四画素1712にマッチする画素（内エッジ信号=‘1’の画素）が三以上
　　　　　かつ
　　　　白色の八画素1713にマッチする画素（内エッジ信号=‘0’の画素）が六以上
【０１０３】
　上記の条件を満たさない場合、同図(d)に示すように、注目画素1701の孤立量判定信号=
‘0’にする。上記のパターンにマッチする画素の数がマッチング度合であり、これを調
整することで判定レベルを調整する。
【０１０４】
　孤立量判定部1205は、このようなパターンマッチングを複数のパターンを用いて行う。
また、外エッジ信号の孤立量判定を行う孤立量判定部1206も、孤立量判定部1205と同様の
パターンマッチングを行う。その際、マッチングパターンや判定レベルは任意に調整し設
定することができる。
【０１０５】
　OR処理部1207、1208は、孤立量判定部1205、1206が出力する孤立量判定信号の両方を入
力する。OR処理1207は例えば3×3画素領域内で孤立量判定信号の論理和をとり、一画素で
も‘1’があれば注目画素の判定信号=‘1’にする。
【０１０６】
　図21はOR処理部1207、1208の処理を説明する図である。
【０１０７】
　図21(a)は3×3画素領域で注目画素の孤立量判定信号だけが‘1’の場合で、OR処理後の
注目画素の信号（以下「OR信号」と呼ぶ）は‘1’になる。同図(b)は注目画素の孤立量判
定信号は‘0’であるが、領域内に‘1’の画素があり、OR処理後の注目画素のOR信号は‘
1’になる。同図(c)は注目画素の孤立量判定信号だけが‘0’で、他の画素が‘1’である
から、OR処理後の注目画素のOR信号は‘1’になる。
【０１０８】
　OR処理部1207、1208が出力するOR信号は、積算処理部1209、1210、閾値判定部1211、12
12、網点判定部1213、1214を経て網点信号1と網点信号2になる。
【０１０９】
　図22は積算処理部1209（または1210）、閾値判定部1211（または1212）、網点判定部12
13（または1214）によって網点信号1または2を生成する過程を説明する図である。
【０１１０】
　まず、OR処理信号2001は、複数のエリアで積算される。例えば、積算処理部2011は9×9
画素領域で、積算処理部2012は15×15画素領域で、積算処理部2013は21×21画素領域でOR
処理信号=‘1’の画素数をカウント（積算）する。各積算処理部が出力するカウント信号
はそれぞれ、9×9画素領域で判定を行う閾値判定部2021、15×15画素領域で判定を行う閾
値判定部2022、21×21画素領域で判定を行う閾値判定部2023に入力される。なお、閾値判
定部の閾値は、それぞれ設定することができる。網点判定部2031は、各閾値判定部が出力
する判定信号を入力し、網点信号を出力する。
【０１１１】
　図23は積算処理部2011～2013の処理を説明する図で、低濃度網点部のOR処理信号を、OR
処理信号=‘1’を黒色の画素で、OR処理信号=‘0’を白色の画素で示す。ここでは三つの
積算エリアでOR処理信号を積算する例を説明するが、三つの積算エリアに限られるわけで
はない。
【０１１２】
図23に示す状態の、注目画素2101を中心とするOR処理信号を、9×9画素領域2102、15×15
画素領域2103、21×21画素領域2104それぞれにおいて積算（OR処理信号=‘1’の画素をカ
ウント）すると、その結果は次のようになる。
　　　　　9×9画素領域2102は12画素
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　　　　15×15画素領域2103は40画素
　　　　21×21画素領域2104は76画素
【０１１３】
閾値判定部2021～2023は、領域内のOR処理信号=‘1’の画素の面積が例えば5%を超える場
合は注目画素2101は網点領域にあり、例えば5%以下の場合は注目画素2101は網点領域には
ないと判定する。従って、各積算エリアを網点領域と判定する閾値は次のようになる。
　　　　　9×9画素領域の閾値は 5画素以上
　　　　15×15画素領域の閾値は12画素以上
　　　　21×21画素領域の閾値は23画素以上
【０１１４】
従って、上記の積算結果は次のように判定される。
　　　　　9×9画素領域2102は12画素＞ 5画素　→　網点領域
　　　　15×15画素領域2103は40画素＞12画素　→　網点領域
　　　　21×21画素領域2104は76画素＞23画素　→　網点領域
【０１１５】
　図24は網点判定部2031の処理を説明する図である。
【０１１６】
　網点判定部2031は、各積算エリアの判定結果に基づき、注目画素2101が網点領域にある
か否かを判定する。まず、各積算エリアの判定結果をペアリングする。例えば、9×9画素
領域2102と15×15画素領域2103の判定結果で一組、15×15画素領域2103と21×21画素領域
2104の判定結果でもう一組のようにペアリングし、各組の論理積をとる。そして、論理積
の結果を論理和して網点信号にする。上の例は、すべての積算エリアが網点領域と判定さ
れているから、論理積、論理和の結果、網点信号=‘1’になる。
【０１１７】
　図25は低濃度部の網点領域に文字エッジがある場合の積算処理部2011～2013の処理を説
明する図である。
【０１１８】
図25に示す状態の、注目画素2101を中心とするOR処理信号を、図23の説明と同様に、各積
算エリア2102～2104それぞれにおいて積算すると、その結果は次のようになる。
　　　　　9×9画素領域2102は 4画素
　　　　15×15画素領域2103は32画素
　　　　21×21画素領域2104は60画素
【０１１９】
従って、閾値判定部2021～2023の判定結果は次のようになる。
　　　　　9×9画素領域2102は 4画素＜ 5画素　→　非網点領域
　　　　15×15画素領域2103は32画素＞12画素　→　網点領域
　　　　21×21画素領域2104は60画素＞23画素　→　網点領域
【０１２０】
　網点判定部2031は、図24に示す論理演算を行い、9×9画素領域2102と15×15画素領域21
03の組の論理積の結果は‘0’になる。一方、15×15画素領域2103と21×21画素領域2104
の組の論理積の結果は‘1’になるから、それらの論理和の結果、網点信号=‘1’になる
。
【０１２１】
このように、一つの積算エリア（この場合は9×9画素領域2102）の判定結果は非網点領域
になる。言い換えれば、文字や線画を含む網点領域は、積算エリアのサイズや閾値によっ
て非網点領域と判定されることがある。そこで、サイズが異なる複数の積算エリアと、そ
れぞれ異なる閾値を用いることで、文字や線画を含む網点領域を、正しく網点領域として
検出することができる。
【０１２２】
　図26は低濃度部の網点領域の外に注目画素2101がある場合の積算処理部2011～2013の処
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理を説明する図である。
【０１２３】
図26に示す状態の、注目画素2101を中心とするOR処理信号を、図23の説明と同様に、各積
算エリア2102～2104それぞれにおいて積算すると、その結果は次のようになる。
　　　　　9×9画素領域2102は 0画素
　　　　15×15画素領域2103は12画素
　　　　21×21画素領域2104は20画素
【０１２４】
従って、閾値判定部2021～2023の判定結果は次のようになる。
　　　　　9×9画素領域2102は 0画素＜ 5画素　→　非網点領域
　　　　15×15画素領域2103は12画素＝12画素　→　網点領域
　　　　21×21画素領域2104は20画素＜23画素　→　非網点領域
【０１２５】
網点判定部2031は、図24に示す論理演算を行い、9×9画素領域2102と15×15画素領域2103
の組の論理積の結果は‘0’、15×15画素領域2103と21×21画素領域2104の組の論理積の
結果も‘0’だから、論理和の結果、網点信号=‘0’になる。
【０１２６】
　このように、サイズが異なる複数の積算エリアと、それぞれ異なる閾値を用いることで
、網点領域の外縁部の外側を非網領域として検出することができる。つまり、判定精度を
上げるために積算エリアを拡大した場合に発生する、網点領域の抽出結果の拡大（網点信
号の太り）を防ぐことができる。
【０１２７】
　以上で説明した、積算エリア、閾値の組み合わせは一例であり、検出すべき網点領域の
特徴に応じたサイズの積算エリア、閾値を組み合わせればよい。また、上記では、三つの
積算エリアを用いて二組の論理積をとる例を説明したが、積算エリアの数と、論理演算の
構成は任意である。さらに、論理積と論理和の組み合わせも一例である。
【０１２８】
　なお、OR処理部1207から網点判定部1213の系と、OR処理部1208から網点判定部1214の系
では各積算エリアのサイズ、積算エリアの組み合せ、閾値を変えて像域の判定を行い、網
点信号1と2を出力する。そして、以降の処理においては、何れかの網点信号を使う、ある
いは、両網点信号の論理積または論理和を使うことで、網点領域の判定に幅をもたせるこ
とができる。
【０１２９】
［画像処理の切り替え］
　上記の像域分離処理によって得られる文字信号および網点信号を用いて、下のように像
域属性を判定する。そして、像域属性に応じて適応的に画像処理（マスキング、UCR、エ
ッジ強調またはスムージング、色再現方法、画像形成方法など）を切り替える（制御）す
ることができる。
　　　　────┬──┬──┬──┬──
　　　　網点信号│ ０ │ ０ │ １ │ １
　　　　文字信号│ ０ │ １ │ ０ │ １
　　　　────┼──┼──┼──┼──
　　　　領域属性│ － │文字│網点│ *1
　　　　────┴──┴──┴──┴──
　　　　*1: 網点領域内の文字
【０１３０】
　このように、複数の積算エリアで孤立量を積算し、各積算エリアに対して異なる閾値を
用いて第一の網点判定を行う。さらに、複数の第一の網点判定結果を論理演算して第二の
網点判定を行う。こうすることで、文字や線画、ごみや汚れの画像を含む網点領域を正し
く網点領域として検出するとともに、積算エリアを拡大した場合に、白下地に接する網点
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領域の外縁で発生する網点信号の太りを防ぐことができる。
【実施例２】
【０１３１】
　以下、本発明にかかる実施例2の画像処理を説明する。なお、実施例2において、実施例
1と略同様の構成については、同一符号を付して、その詳細説明を省略する。
【０１３２】
　実施例1では孤立量が二値（1ビット）の例を説明したが、実施例2では孤立量が多値の
場合を説明する。
【０１３３】
　図27は実施例2の網点判定部1002の構成例を示すブロック図である。
【０１３４】
　実施例2の網点判定部1002は、その基本的な構成は実施例1と同じだが、多値の孤立量を
出力する孤立量判定部2605、2606と、実施例1のOR処理部1207、1208に代りる加算処理部2
607、2608を有する。以下では、実施例1と異なる構成部分のみ説明する。
【０１３５】
孤立量判定部2605は、内エッジ信号について、実施例1と同様に複数のパターンを用いて
パターンマッチングを行い、網点ドットを検出する。
【０１３６】
　図28は実施例2の孤立量算出を説明する図で、実施例1の図20と同様に、4×4画素領域の
内エッジ信号と注目画素1701の孤立量の関係例を示している。
【０１３７】
　図28(a)において、黒色の四画素1712にマッチする画素（内エッジ信号=‘1’の画素）
が四つ、白色の八画素1713にマッチする画素（内エッジ信号=‘0’の画素）は零だから、
注目画素1701の孤立量は4-0=4になる。
【０１３８】
　図28(b)において、黒色の四画素1712にマッチする画素が四つ、白色の八画素1713にマ
ッチする画素が一つだから、注目画素1701の孤立量は4-1=3になる。
【０１３９】
　図28(c)において、黒色の四画素1712にマッチする画素が三つ、白色の八画素1713にマ
ッチする画素は零だから、注目画素1701の孤立量は3-0=3になる。
【０１４０】
　図28(d)において、黒色の四画素1712にマッチする画素が二つ、白色の八画素1713にマ
ッチする画素は零だから、注目画素1701の孤立量は2-0=2になる。
【０１４１】
　つまり、実施例2の孤立量は、内エッジ信号が、‘1’であるべき画素にマッチする数と
、‘0’であるべき画素にマッチしない数の差分として得られる。
【０１４２】
　孤立量判定部2605は、このようなパターンマッチングを複数のパターンを用いて行う。
また、外エッジ信号の孤立量判定を行う孤立量判定部2606も、孤立量判定部2605と同様の
パターンマッチングを行う。その際、マッチングパターンは任意に調整し設定することが
できる。
【０１４３】
　加算処理部2607、2608は、孤立量判定部2605、2606が出力する孤立量の両方を入力し、
加算する。その際、二つの加算処理部は、同一パターンの孤立量同士を加算するが、互い
に、相手の加算対象のパターンではないパターンを加算対象にする。例えば、加算処理部
2607が粗い（線数が低い）網点領域を検出するパターンを扱うとすると、加算処理部2608
は細かい（線数が高い）網点領域を検出するパターンを扱う。
【０１４４】
　このように、多値の孤立量を扱うことで、網点領域の検出精度をさらに向上することが
できる。
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【０１４５】
［変形例］
　実施例2は、あるマッチングパターンに対するマッチング度合いを多値の孤立量を算出
する基準にするが、マッチしたパターンの数を孤立量にしてもよい。例えば、孤立量判定
部2605、2606において、10種類のマッチングパターンを用いる場合に、すべてのパターン
にマッチすれば孤立量を10にし、三つのパターンにマッチする場合は孤立量を3にする。
【０１４６】
　上記の実施例によれば、誤判定を増加させることなく、文字、線画を含む網点領域の抽
出性能を向上することができる。また、白下地に接する網点領域の外縁で抽出結果が太る
こともない。従って、好適な像域分離により画像領域の属性に適応した画像処理を実行す
ることができ、画像品位を向上することできる。
【０１４７】
［他の実施例］
　なお、本発明は、複数の機器（例えばホストコンピュータ、インタフェイス機器、リー
ダ、プリンタなど）から構成されるシステムに適用しても、一つの機器からなる装置（例
えば、複写機、ファクシミリ装置など）に適用してもよい。
【０１４８】
　また、本発明の目的は、上記実施例の機能を実現するソフトウェアを記録した記憶媒体
（記録媒体）をシステムまたは装置に供給し、そのシステムまたは装置のコンピュータ（
CPUやMPU）が前記ソフトウェアを実行することでも達成される。この場合、記憶媒体から
読み出されたソフトウェア自体が上記実施例の機能を実現することになり、そのソフトウ
ェアを記憶した記憶媒体は本発明を構成する。
【０１４９】
　また、前記ソフトウェアの実行により上記機能が実現されるだけでなく、そのソフトウ
ェアの指示により、コンピュータ上で稼働するオペレーティングシステム(OS)などが実際
の処理の一部または全部を行い、それによって上記機能が実現される場合も含む。
【０１５０】
　また、前記ソフトウェアがコンピュータに接続された機能拡張カードやユニットのメモ
リに書き込まれ、そのソフトウェアの指示により、前記カードやユニットのCPUなどが実
際の処理の一部または全部を行い、それによって上記機能が実現される場合も含む。
【０１５１】
　本発明を前記記憶媒体に適用する場合、その記憶媒体には、先に説明したフローチャー
トに対応するソフトウェアが格納される。
【図面の簡単な説明】
【０１５２】
【図１】実施例の画像処理の構成例を説明するブロック図、
【図２】像域分離部の文字属性の画素を検出する構成例を示すブロック図、
【図３】平均値AVEおよびエッジ強調信号EDG1を入力する網点判定部の構成例を示すブロ
ック図、
【図４】平均値AVEおよびエッジ強調信号EDG2を入力するエッジ判定部の構成例を示すブ
ロック図、
【図５】像域分離部のカラー属性の画素を検出する構成例を示すブロック図、
【図６】a*b*平面を表す図、
【図７】複数頁分の画像を合成して印刷する様子を示す図、
【図８】出力画像処理部の構成例を示すブロック図、
【図９】偽造判定処理部の構成例を示すブロック図、
【図１０】網点領域の検出を説明する図、
【図１１】孤立量を積算するエリアを拡大した場合の問題を説明する図、
【図１２】網点領域の検出精度の向上を図った像域分離部の構成例を示すブロック図、
【図１３】文字/線画判定部の構成例を示すブロック図、
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【図１４】エッジ強調部の処理を説明する図、
【図１５】文字/線画判定部の各判定を説明する図、
【図１６】LUTのテーブルの構成を示す図、
【図１７】網点判定部の構成例を示すブロック図、
【図１８】エッジ強調部の処理を説明する図、
【図１９】孤立量判定用のマッチングパターンを説明する図、
【図２０】孤立量判定を説明する図、
【図２１】OR処理部の処理を説明する図、
【図２２】積算処理部、閾値判定部、網点判定部によって網点信号を生成する過程を説明
する図、
【図２３】積算処理部の処理を説明する図、
【図２４】網点判定部の処理を説明する図、
【図２５】低濃度部の網点領域に文字エッジがある場合の積算処理部の処理を説明する図
、
【図２６】低濃度部の網点領域の外に注目画素がある場合の積算処理部の処理を説明する
図、
【図２７】実施例2の網点判定部の構成例を示すブロック図、
【図２８】実施例2の孤立量算出を説明する図である。

【図１】 【図２】
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